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1．Miraiプロジェクト

2．クラウドファンディング

3． PENTAS YAMANASHI

３つの事例から

長期・協働型のPBL科目で山梨の全大学生が学ぶ！

学生サポートチームによるクラウドファンディングの運営！

高校生や社会人も一緒に学ぶ！



1．Miraiプロジェクト

長期・協働型のPBL科目で山梨の全大学生が学ぶ！





プロジェクト数：36   (各5名前後の学生)
参加学生：150

参加大学：４大学，１短大
単位数：２

プロジェクト期間：５月下旬〜１月下旬(約８ヶ月）

Miraiプロジェクト

山梨県内の大学・短大の学生が
大学の枠を越えて企業・自治体と
１つのプロジェクトを実施します











Future EVO 2023 (発表会)

高校生・大学生・社会人が発表の場に集まる



2．クラウドファンディング

学生サポートチームによるクラウドファンディングの運営！





コンソーシアムやまなしの全学生がサポートチームに参加可能













学生がサポートする
プロジェクト数：

15件 (2023)

単位数：2



3．PENTAS YAMANASHI

高校生や社会人も一緒に学ぶ！



COC+R事業

COC+R事業 R2年～
学部と出口（就職先）が一体となった

教育プログラムの構築•実施

大学生と社会人の共学



課題 「VUCA時代の成長戦略を支える実践的教育プログラム」*
＊通称名 PENTAS YAMANASHI

●予測不可能な時代を生き抜く「実践知」を養うため、５つの実践的教育プログラムを展開（令和
５年度は本学の正規科目として全４６科目を開設）

●所定の単位を取得した者には、事業協働機関との連名によるプログラム修了証を発行

参加大学

・山梨県立大学
・山梨大学
・山梨英和大学

事業協働機関

・山梨県
・（公財）山梨総合研究所
・（公社）やまなし産業支援機構

・（公社）やまなし観光推進機構
・（公財）山梨県国際交流協会
・（一社）Mt.Fujiイノベーションエンジン

・（株）タンザワ
・萌木の村（株）
・昭和産業（株）

プログラム概要

３単位

３単位

 ４単位

８単位



●地域ニーズを踏まえた実践的教育プログラムとするため、地域のキーパーソンをコーディネーター
（特任教員）として任命

●「実践知」を養う観点から、コーディネーターの協力を得て、外部からの人材を積極的に登用

●令和４年度実績で、担当教員全３１名のうち２４名が外部から招いた実務家教員

多彩な講師陣



プログラムの例（観光高度化人材育成プログラム）

連携開設科目
山梨大学、山梨県立大学両大学
の卒業単位に認定

単位互換科目 山
梨県内８大学

高等学校に等に在学する者に関する科
目等履修生への解放科目
山梨県立大学へ入学後は既修得単位
として認定

科目分類 科目名 選択/必修 最低必修

単位

配当年次 単位数 授業

形式

連携開設

科目

コンソ単

位互換

高校生

受入

VUCA

科目

VUCA時代のキャリアレジリエンス 必修

3単位

1～4 2 講義 〇 〇 〇

地域のチャレンジ１ 選択 1～4 1 講義 〇 〇 〇

地域のチャレンジ２ 選択 1～4 1 講義 〇 〇 〇

グローバルマインドとスキル 選択 1～4 2 講義 〇 〇 〇

地域しごと概論（経営マインド） 選択 1～4 1 講義 〇 〇 〇

地域の豊かさ 選択 1～4 2 講義 〇 〇 〇

問題発見の技法（旧：提案書作成のためのスキル） 選択 1～4 1 演習 〇 〇 〇

学部等

開講科目

山梨学Ⅱ 選択

8単位
（学生のみ）

(全学共通) 2 講義 〇 〇

山梨の観光 選択 (国際政策) 2 講義 〇

文化とコミュニケーション 選択 (国際政策/全学共通) 2 講義 〇 〇

日本の歴史 選択 (国際政策/全学共通) 2 講義 〇

観光実務 選択 (国際政策) 2 講義 〇

山梨観光演習 選択 (国際政策) 1 演習 〇

海外インターンシップ 選択 (国際政策) 1 実習 〇

観光ビジネス論 選択 (国際政策) 2 講義 〇

技能

科目

地域資源の保全と活用 必修

3単位

1～4 2 講義 〇 〇 〇

料理とワインのマリアージュ 選択 1～4 1 講義 〇 〇

まちづくりの思想と技術（旧：地域課題解決） 選択 1～4 2 講義 〇 〇 〇

実践

科目

ローカルデザイン実践演習（旧：地域課題解決演習） 選択

4単位

1～4 1 演習 〇 〇

事業づくりの技法（旧：地域課題創造的解決演習） 選択 2～4 1 演習 〇 〇

通訳入門実践 選択 1～4 1 演習 〇 〇

実用中国語 選択 1～4 1 演習 〇 〇 〇

ネイチャーガイド演習１ 選択 1～4 1 演習 〇 〇 〇

ネイチャーガイド演習２ 選択 1～4 1 演習 〇 〇 〇

日本ワイン歴史マイスター養成講座 選択 1～4 1 講義 〇 〇

おもてなしマイスター養成講座 選択 1～4 1 講義 〇 〇 〇

観光実践マネジメント講座 選択 1～4 1 講義 〇 〇 〇

やまなしワイン入門講座 選択 1～4 1 演習 〇 〇



●全科目を社会人に開放し、リカレント教育に位置付け

●一部の科目は高校生も履修できることとし、先取り履修制度を導入（入学後に単位申請が可能）

●山梨大学の学生には、大学等連携推進法人の特例である連携開設科目として提供

●山梨英和大学の学生には、「大学コンソーシアムやまなし」の単位互換科目として提供

＜令和４年度受講者数（延べ人数）＞

学生 社会人 高校生 合計

VUCA科目 ８９人 ９人 ８人 １０６人

観光高度化人材 １２８人 １５１人 ３人 ２８２人

地域づくり加速化人材 ６９人 ４人 １人 ７４人

ビジネス構想力・経営マインド １２０人 ２８人 ６人 １５４人

多文化共生対応人材 ６１人 ３８人 ３人 １０２人

次代を担うアントレプレナー ４４人 ３人 ２２人 ６９人

合計 ５１１人 ２３３人 ４３人 ７８７人

プログラム受講者



ものづくり企業の現場でレクチャーを受ける授業

地域における外国人住民の現状と課題の理解を深める授業

起業家等からアドバイスを受けてビジネスプランを学ぶ授業

授業風景

地域の自然・歴史・文化を学んで観光活用につなげる授業

ワークショップの技術と姿勢を実践的に学ぶ授業

ブランディングの知識や手法を学ぶ授業



2023/7/24

●社会人からは受講料（１単位あたり14,300円）、高校生からは授業料（１単位あたり7,400円
）を徴収し、令和４年度には計３百万円余を収入

● 「観光高度化人材育成プログラム」の２科目につい
て、事業協働機関である （公社）やまなし観光推進
機構の経費負担により開講

● 「ビジネス構想力・経営マインド」の「金融リテラシー向上講座」とそ
のキックオフシンポジウムについて、山梨中央銀行の寄附金により
開講

● 「ビジネス構想力・経営マインド」の「付加価値を生む地域資源の保
全とブランド化」について、サントリーグループの社員を講師として
無償で実施

高校生 社会人 合計

受講者数（人） ４３ ２３３ ２８２

受講料等（円） ３６２，６００ ２，７０２，７００ ３，０６５，３００

自走化に向けて



高大接続の推進（先取り履修制度）

※人数はPENTAS科目以外も含めた合計値
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